




 

新生児の感染防禦能についての検討 

 新生児の感染防禦能を把握することは新生児期の感染症を解明する上で極め

て重要である。従来よりわれわれは慢性肉芽腫症などの易感染,重症感染をきた

す疾患について,末梢血中多核白血球機能を検討し続けてきた。今回は感染防禦

能のなかでも多核白血球が異物,微生物に接近し,貧食,殺菌,消化するまでの各

段階,すなわち,遊走能,貧食能,NBT 還元能,細胞内殺菌能の 4 段階について,健

康新生児末梢血中多核白血球を用いて,得られた成績を報告する。 


